
１．気象状況（平均気温） 単位：℃
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① 盆明け以降、連続26日真夏日となり品質内容の急激な上昇が図れた。

② 9/9より、最低気温20℃を切り秋らしくなった。

２．気象状況（降水量） 単位：mm
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① 盆明け以降は高温・乾燥が続き、降水量もほとんど無く糖度の急激な上昇を

　 見たが樹勢が弱り、地浅園地では灌水をしなければならないほどになった。

② 9月中旬より、一部地域で灌水開始（5～10mm）

③ 1月～9/10までの累計降水量は941.5mmで、平年の83％とやや干ばつ傾向。
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３．肥大状況

① 初期肥大はまずまずだったが、盆明け以降は干ばつにより鈍った。

② 9月中まとまった降水量も無いことから、更に肥大は鈍っている。
   （前回調査時、平年比97％だったが、今回調査では平年比92％まで落ちている）

③ 肥大が進まない場合、予想生産量も落ち込む可能性大（10～15%減少か!?）

４．果実分析

① 果皮は薄く滑らかになり光沢がでてきた。（日焼け果・裂果が目につく）

② 着色は5日程度早い （グリーンの抜けも早そう）。

出荷直前の選果場。光センサーの微調整中。 果肉も赤くなってきた。
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③ 干ばつで糖度の急激な上昇を見たが、酸抜けが止まっている。

　 →心配された棚持ちは良さそう！

５．階級予想

① 予想生産量の51,000ｔは大幅に減る可能性大！
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